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政策目的
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政策の目的
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各省庁でバラバラに構築された政府ウェブサイトに対し、標準化・統一化を図ることで、

利用者視点で利便性向上、システム担当者視点で費用/負荷軽減を目指す。

課題 目指す姿

利
用
者

シ
ス
テ
ム
担
当
者

目的の情報へ
辿り着きにくい

デジタル
ネイティブ

色覚に特性の
ある利用者

情報に対するアクセス
可能性に偏りがある

必要な知識量現実の知識量

GAP

A省

設計

B省

設計

C省

設計

スペシャリストでなく
業務負荷が高い

独力でGAPを埋めるため、
担当者の業務負荷が増加

ノウハウが共有されず、
作業重複が存在

目的の情報へ
簡易に辿り着ける

デジタル
ネイティブ

色覚に特性の
ある利用者

誰でも平等に情報へ
アクセス・利用可能

ガイドブック等

デジタル庁

設計
ノウハウ B省

C省

ノウハウを習得しやすく、
業務負荷を低減

ノウハウを共有し
重複排除による効率化

必要な知識量

担当者

利便性
向上

成果

費用/負荷
軽減

統一ウェブサイトの構築 各府省のウェブサイトが改善する仕組みを提供



目標設定
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目標設定
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府省庁ウェブサイトの
現状

• 近年更新されたサイトは、ウェブサイトガイドブックに基づき構築されているが、スムーズに情報

をみつけてたどり着ける状況でない

• 障害者・高齢者が支障なく必要な情報にたどりつけるためのウェブアクセシビリティが不十分な

ページが存在

• ウェブサイトガイドブック等既存のガイドラインのみでは、情報提供・発信には不十分

• ウェブサイトの情報発信への信頼性が低いことが、DXへの信頼性低下を招く恐れ

デジタル庁に求められる
対応

• デジタル庁においては、デザインシステムを活用し、デジタル庁ウェブサイトの継続的な改善を

実施（運用を多くの人が行っても、使いやすさが保てる仕組みづくり）

• デジタル庁のデザインシステムを活用することにより、各府省のウェブサイトのユーザビリティ・

ウェブアクセシビリティ向上に貢献

• 各省庁を巻き込みウェブサイトが改善する仕組みを検討展開していく。



アプローチ
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進め方の概略
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デジタル庁にて実証した成果物・結果に対し、適切な展開手法を検証・見極めを行った上で
複数他省庁等へウェブサイトの標準化・統一化を展開。

デジタル庁での実証

プラクティスの活用と検証

システムの展開検証

プラクティスの展開

システムの展開

展開手法
見極め

展開対象に応じた
展開手法を検討

・デザインシステム
・アクセシビリティ対応
等の活用と検証

・デジタル庁ウェブサイト構築
・こども家庭庁ウェブサイト構築
・CIOポータルのアーカイブ対応
等

令和4年度 令和5年度

令和3年度

・デザインシステムα版
・CMSのα版構築
等

統一ウェブサイトの構築 各府省のウェブサイトが改善する仕組みを提供



標準化・統一化の展開手法

システムの展開

ウェブサイトシステム開発・運用の展開

プラクティスの展開

プラクティス・ノウハウを展開

事例等

ガイドブック等

ソースコード、設定等

デジタル庁

共通CMSCMS

開発
運用

ガバメント
クラウド

デジタル庁

共通CMS

ガバメント
クラウド

インフラ

A省 B省

展開先の要件、規模、数等に応じて適切な展開手法を選定
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デジタル庁ウェブサイトにおいて実施した事例
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取組

成果

取組

成果

デジタル庁ウェブサイトにおける取組
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デジタル庁
ウェブサイトでの実証

アクセシビリティ
デザインシステム

ユーザビリティ向上施策

取組

成果
•誰でも容易に閲覧可能な文字、色
の採用
•障害者支援端末に対応
•利用者中心の画面設計

•ウェブアクセシビリティ担保のた
めの運用フローを構築
•上記を再利用できるCMS

•アクセシビリティ・デザインシス
テムを担保したサイト構築
•上記を担保し、再利用できるCMS
開発

•効率的な開発
•専門家でなくても理解できる
• PV数：53,300
•ダウンロード数：3,900

•障害のある方の利用を考慮した開
発ガイド公開

•サービス開発を助けるデザインシ
ステムを公開

•データに基づく利用者特性に応じ
たユーザビリティの改善

•デジタル庁ウェブサイトをアクセ
ス解析ツールにより分析

•利用者のデータ活用をした改善フ
ローの構築



データ再利用性・汎用性の確保
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再利用性を考慮したヘッドレス構成 汎用性を考慮したオープンソースの活用

一般的なCMS

• 機能を拡張できる
• ライセンス費用が不要

バック
(データ)

フロント
(ウェブ用
デザイン) 密結合

• デザインシステムを適用しやすい
• データを再利用しやすい

デジタル庁ウェブ

バック
(データ)

フロント
(ウェブ用
デザイン)
フロント
(アプリ用
デザイン)

API

※現在はウェブのみ。
将来的にアプリ等への対応がしやすい。

ウェブ

ウェブ

アプリ

CMS（コンテンツ管理システム）
HTMLなどの専門知識がない方でも、
簡単にウェブサイトの作成・更新・運営
ができるシステム

フロント用のソフトウェア

参考



アクセシビリティの担保
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デザインシステムとアクセシビリティの取組 デジタル庁ウェブサイトでの実証

デザインシステム

アクセシビリティガイドブック

PCサイト スマホサイト

デジタル庁ウェブサイトの特徴
• 誰でも容易に閲覧可能な文字、色の採用
• 障害者支援端末に対応
• 利用者中心の画面設計
• ウェブアクセシビリティ担保のための
運用フローを構築

参考

https://www.figma.com/community/file/1172530831489802410
https://www.digital.go.jp/assets/contents/node/basic_page/field_ref_resources/08ed88e1-d622-43cb-900b-84957ab87826/f02c1534/20230224_introduction_to_weba11y.pdf


アクセシビリティの取組
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参考



デザインシステムの公開
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参考



デザインシステムの普及
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参考



デザインシステムの適用事例
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参考



ユーザビリティ向上施策
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※考慮している点
・個人が特定出来ないようなデータを取り扱っている
・海外へのデータ流出などを配慮したツール選定

利用者 ウェブサイト 利用者データ ダッシュボード

利用者のデータ活用をした改善フローの構築

PCやスマートフォン デジタル庁ウェブ アクセス解析ツール個人や事業者等

ウェブサイト
チーム

デバイス

データの蓄積

UIやデザイン修正

ウェブサイトへ
適用

参考



その他の取組

19



こども家庭庁ウェブサイト構築
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こども家庭庁のサイトの立ち上げ 良かった点

• 既存のCMSやデザインを利用できた

• 短い期間で立ち上げすることができた

• こども家庭庁側の調達作業が軽減ができた

• 必要な要求の優先度がデジタル庁とこども

庁で相違しており、優先度調整が難しい

• こども家庭庁の追加要求対応のため、デジ

タル庁側にもデザイナーやPMなどのリソー

ス確保が必要

• 既存コンテンツがあると、新しいCMS仕様

に合わせて移行作業が発生

課題点

2023年1月プレサイト立ち上げ

※4月に本サイト立ち上げ

参考



古いデータのアーカイブ化

21

コンテンツ管理システム
（CMS）

によるページ編集・生成

静的HTML
ページ

コンテンツをアーカイブ静的HTML

現在 アーカイブ後

アーカイブで変わること変わらないこと

変わること
• ページ内容の変更不可
• 動的コンテンツは停止

①ITダッシュボード
②各種報告書の検索
③フォーム

変わらないこと
• 各ページのURL
• デザイン

CIOポータルのコンテンツのアーカイブ対応によるコスト削減の実証

コンテンツ管理システムでの運用を終了。
現時点のスナップショットをアーカイブした静的HTMLを公開する
→効果：運用保守コスト削減

参考



課題・今後の取組
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判明した課題
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ウェブサイトへのアクセス方法の変化を踏まえた対応の必要性

ウェブサイト構築コスト

• パソコンを使用して省庁ウェブサイトにアクセスし、省庁ウェブサイト内のガイドに沿ってブラウズする形態から、スマートフォン

を使用して検索エンジンにアクセスし、検索結果から該当する省庁ウェブサイト内のページを直接ブラウズする形態に変化

• デジタル庁が他省庁のウェブサイトの構築に関与するためには一定のリソースが必要

• 省庁ウェブサイトによって求められる要求に制限をかけた統一化が難しい

• 既存コンテンツを新ウェブサイトの仕様に合わせた移行費用が膨大



今後の取組
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デジタル庁に求められる
対応

• デジタル庁においては、デザインシステムを活用し、デジタル庁ウェブサイトの継続的な改善を

実施（運用を多くの人が行っても、使いやすさが保てる仕組みづくり）

• デジタル庁のデザインシステムを活用することにより、各府省のウェブサイトのユーザビリティ・

ウェブアクセシビリティ向上に貢献

• 各省庁を巻き込みウェブサイトが改善する仕組みを検討展開していく。

• デジタル庁ウェブサイトの改善を通じて、様々な課題に直面し、対応をしてきた経験及び改善効果の分析

• こども家庭庁ウェブサイトの構築を通じて、様々な課題に直面し、対応してきた経験

• デジタル庁が投入できる資源の制約

• 各府省が自ら魅力あるウェブサイト構築を行うことができるよう、コミュニティの育成及びリファレンス、パーツの提供の推進



今後の進め方
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デジタル庁での実証

プラクティスの展開検証

システムの展開検証

プラクティスの展開

システムの展開

展開手法
見極め

展開対象に応じた
展開手法を検討

・デザインシステム
・アクセシビリティ導入ガイド
等

・デジタル庁ウェブサイト構築
・こども家庭庁ウェブサイト構築
・CIOポータルのアーカイブ対応
・全省庁統一ウェブの可能性も検証
等

▼ニーズのあるプラクティス展開
・事例の展開
・会議体の設置
・各省の状況に応じた対応
等

・要件が合う省庁には適用

取
込

令和3年度

・デザインシステムα版
・CMSのα版構築
等

今後の事業展開の中心

令和4年度 令和5年度

プラクティスの展開を中心に進めたいと考えている。その点についてご意見をいただきたい。




